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例会日：毎週木曜日 18時 30分  例会場：関観光ホテル 住所：岐阜県関市池尻 91-2 

事務局：岐阜県関市下有知 1655-1山田ビル 1階Ｄ室  TEL(0575)24-7332  FAX(0575)23-5278 

会長 森 敬  副会長 川上 勉  幹事 石原 妙生  クラブ会報委員長 後藤 政之 

 

 

 

 

 

 

４つのテスト １.真実かどうか ２.みんなに公平か ３.好意と友情を深めるか ４.みんなのためになるかどうか

 

本日のプログラム 第 2118 回例会 2023年 10 月 19日（木） 

卓 話   鈴木設計 所 長 鈴木 数広 様 

テーマ  「交換留学生の受け入れとその後」 担当／国際青少年交換委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ロータリーソング 斉唱 

＊国歌「君が代」斉唱  

＊ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

＊４つのテスト唱和  

＊会長あいさつ 森 敬 会長 

皆様、こんばんは。本日のお客様

をご紹介致します。米山記念奨学

生 載 騰敏さん テーマ「マレ

ーシアと日本：文化・生活の共感

と架け橋」と題して卓話を頂戴致します。どうぞ宜

しくお願い致します。そして、ご同行頂きました美

濃ＲＣ副会長 小川 定彦 様、本日は宜しくお願い

致します。さて、９月２９日に関市民花火大会実行

委員会がありましたのでご報告致します。結論から

言いますと８月１３日に開催予定の花火大会は直前

の雷雨、強風により中止延期日の１５日も台風の影

響から中止。そして、延期開催を検討していた花火

大会も中止となりました。まずは、予算の問題があ

ります。関市補正予算８００万円を議会に上程して

いましたが、実行委員会では２００～３００万円を

用意しなくてはいけません。実行委員長が協賛企業

にお願いに伺いましたが良い回答は得られませんで

した。既に決算が終わっている企業は協賛出来な

い。今年追加協賛すると来年の花火大会は協賛出来

ない企業があるとのことで、協賛を募るのは困難で

あると判断しました。また、大会実施要綱には延期

日８月１５日とし、再延期は記載されていないのも

事実です。仕方がない決断であると思います。同級

生が花火打ち上げに携わっているので聞いてみまし

た。そもそも花火大会は夏の風物詩であるが近年は

暑すぎる。私も１３日当日は午前１０時から花火安

関中央ロータリークラブ

前例会の記録 第 2117回 2023年 10月 5日（木） 
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担 当  

2023～2024年度 関中央ロータリークラブ会長テーマ 

「親睦から生まれる奉仕の心、 

奉仕から広がる友情の輪、そして共に成長し合おう」 



全祈願祭に出席したが暑くて汗だくでした。その様

な日中に打ち上げの設置をしなくてはならない、そ

して打ち上げ時は火を扱うのだから更に暑いそうで

す。そして突然強烈なゲリラ豪雨が来るかもしれな

い。中止することは花火師にとって大変なことで、

関市民花火大会は７０００発を用意していました。

中止以降、湿気らないように毎日箱から出して天日

干しして、夜はまた箱に詰めて工場に保管している

そうです。大変な作業です。今後、開催時期、開催

の在り方を考えなくてはならないと感じました。さ

て、夏の風物詩が花火大会ならば秋の風物詩は何で

しょう？先日は中秋の名月でした。ちょっと早いで

すが、紅葉も良いですね。しかし私はやっぱり食欲

の秋、秋と言ったら梨、柿と言った果物が美味しい

です。栗や松茸も美味しいです。サンマも美味しい

ですが、近年は漁獲量が減り高級魚になりつつあり

ます。地球温暖化により約１００年間で日本周辺の

海水温度の平均が 1.24℃上がり、冷水を好むサンマ

は北海道より北に生息し、暖かい海を好むブリが北

海道近海でよく捕れるようになり事情が随分と変わ

りました。秋の夜長は鈴虫やコオロギの鳴き声が風

情あって良いです。そのコオロギは食用として大垣

市の電子メーカーが飼育・販売を始めました。近

年、高タンパクの昆虫食が注目されています。来月

には当クラブでひとり親家庭を対象にした食育事業

がございます。先日、収穫したお米を食べ、そして

捕まえたイナゴも食べる予定です。子供たちや若い

親さんがどんな顔をするのか、今から大変楽しみで

す。是非、会員の皆様も多数参加頂きますようにお

願いして本日の会長の挨拶とします。 
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例会に参加させていただき、ありがとうございま

す。今年の４月から米山記念奨学会の奨学生として

充実した学生生活を過ごしています。ロータリーク

ラブのおかげでお金の負担も無く自分のやるべきこ

とに集中ができています。毎月の例会に参加し、

様々なことを経験、勉強ができ、美濃ロータリーク

ラブ、カウンセラーの村下さん、関中央ロータリー

クラブの皆さんに大変お世話になっています。これ

からもどうぞよろしくお願いします。 

私の苗字は TAYで、THENG MINは名前です。中国語

の名前もあり、日本語でも

同じ漢字を書きます。出身

はマレーシアのネグリ・セ

ンビラン州で、屋根が牛の

角の形をする伝統的な家で

有名です。 

私の趣味はバドミントンとバ

レーボール等のスポーツや、

ギターの弾き語り、お菓子作

りです。 

私は高校を卒業してから，２

年間弱マレーシアにある日本語学校で日本語と、日

本語で数学、物理と数学を学びました。そして 2018

年に北海道の苫小牧高専で 3年間学び、その後岐阜

大学に編入、今年大学院に進学し土木を専攻してい

ます。今は地盤・地下水研究室に所属しています。

地下トンネル工事で問題になる湧水量を減らすため

に、微生物を用いて地下水流を低下させることにつ

いて研究しています。 

マレーシアは赤道の近くにあり熱帯雨林気候で、1

年中夏で雨が多く降ります。マレーシアと日本の違

いは、地震と活火山がなく、温泉もないことです。 

マレーシアの人口は約 3,300万人で日本の人口の約

4分の 1で、土地の面積は大きく変わりません。マ

レーシアは多民族国家で、約 6割がマレー系と原住

民、中華系は 2割、インド系は約 6％です。家庭の

中でマレー系はマレー語、中華系は中国語、インド

系はタミル語を話します。学校で必ず他の言語を学

ぶため，ほとんどの人が 3ヶ国語を話せます。 

各民族を代表する料理についてですが、マレー系は

ナシレマ、ナシはライスを意味して，レマは脂肪又

は油のことであり、ここではココナツミルクのこと

です。水とココナツミルクを入れてご飯を炊くので



いい香りがします。中華系はバクテーです。漢字で

書くと肉の骨のお茶のことを意味します。茶葉とハ

ーブでできたスープに豚骨を入れ、だしを取って作

ります。インド系はロティチャナイです。ロティは

パンのことであり，チャナイはソースのことです。

マレーシアの教育制度は中学校に 5年間通い、大学

に進学する場合は予備校／高校に 1～2年通いま

す。中学校を卒業して就職する人もいます。 

ヘルスケアは日本と異なっています。日本の場合は

国の健康保険に入って，どの病院に行っても保険適

応となる治療については 3割負担ですが、マレーシ

アは全国共通の健康保険制度がなく、国立病院には

政府から補助金が与えられています。国民であれ

ば，国立病院では約 30円の手数料のみ支払えば治

療を受けられます。治療費が安いことでデメリット

も生じます。予約が多いため、待ち時間がとても長

いことです。また、国立病院は私立病院ほどお金に

余裕がなく、先端技術を持っていないと聞きます。 

道路網について、日本はきれいに整備されているイ

メージがあります。マレーシアは都市部と地方の差

が大きく，地方では１年間以上たってもなおされな

いままの穴が多くあります。日本は歩道が綺麗に整

備されているので、短距離であれば自転車の利用や

歩行が多い一方，マレーシアでは整備されていない

道路が多いため近隣への移動も車やバイクを使用す

る人たちが多くいます。 

最後の比較は住宅設計です。日本の一般的な家はフ

ェンスと自動ゲートがなく、木造住宅が多く見受け

られます。マレーシア

の家のほとんどにフェ

ンスの自動ゲートがあり、リモコンで操作し開閉し

ます。そして、家のほとんどが鉄筋コンクリートで

す。このような差は自然災害の有無に大きく影響さ

れていると思います。 

＊9月度 IGM報告  

レポーター 長谷部 貴司 会員 

９月２１日に味の孫六さんに

て、カウンセラー 古田 育則さ

ん、世話係 波多野 篤志さん、

川上 勉さん、川村 紳一さん、長谷部 貴司の５名

で開催しました。はじめにカウンセラーの古田さん

より本日のＩＧＭはインフォーマル形式ではなく、

ロータリーの事やロータリーから離れた話題をざっ

くばらんに話し合うと良いとお話しがありました。

川上さんの乾杯にて始まりました。ニコボックス投

函のお話しがあり、卓話者の方へお礼の気持ちと例

会に出席できる感謝の意味の投函とのお話しとニコ

代の支払いを経費で落ちるよう会費にしたらどうか

との意見がありました。次に例会の食事と出席率の

話題になり、現在２８名の会員で例会日の出席者は

毎回１６名～１９名の出席率と少なく、昔は例会を

３回連続で欠席するとクビになるくらいだったそう



です。できたら例会の出席率が８０％以上になると

良い、飲酒運転が厳しくない時代は例会時にはアル

コール類も出た事やバイキング形式の例会食もあっ

たとのお話があり、例会食を無しにしたらどうかと

いうご意見もありましたが、食事をしながら話しを

する事が大事とのご意見でした。川上さんより、台

湾との交流事業も１６年を迎え、思い入れもあり本

当に素晴らしい事業で今後は若い子達主導で色々な

事業を考え進めて頂きたいとのご意見を頂きまし

た。 

＊出席委員会 

会員数 28 名、本日の出席 19 名です。 

＊ニコボックス委員会 

・会長、副会長、幹事 

米山記念奨学生 載 騰敏さん、ようこそ関中央ロー

タリークラブへお越し下さいました。本日の卓話た

のしみにしています。又、小川副会長さん御苦労様

です。 

＊前田 仁夫 会員 

本日は米山記念奨学の卓話です。美濃 RC お世話の 

載 騰敏さんに卓話をお願いしました。 

＊喜久生 明男 会員 

10 月 1 日に（日）に関市民大運動会カローリング

大会を無事に終えることができました。100 名以上

の参加者でした。次は 22 日の玉入れ大会です。 

19 名のご投函ありがとうございました。 

＜次例会の案内＞ 

第 2119回 2023年 10月 29日（日） 

東海北陸道グループＩＭ 

ホスト：郡上八幡ＲＣ 

担 当：会長・幹事   

 


